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V108a 野辺山 45m鏡 7BEE受信機の試験観測 (2) ビーム特性の評価
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我々は 7BEE受信機 (米山他年会、帯域幅 72−116GHz、Beam数:7、V/H両偏波分離)を新たに開発し、45m
電波望遠鏡に搭載した。この受信機は、星形成が進むにつれて存在量が変化する重水素化合物の高速サーベイを
目的としており、世界でも類を見ない高効率・広帯域のマッピング観測が実現できる。我々は、9月から 12月に
かけて、科学運用に向けた試験観測を実施した。本講演では、各 Beamの性能評価の結果について報告する。
本試験観測では、天球面における各 Beamの位置や Beamサイズを正確に把握するため、ミラ型変光星の SiO

メーザー (86.243GHz)に対し、5点観測とOTFを行った。その結果、全ての Beamで FWHMは 20′′と概ね設
計通りの値であり、そのうち 6つのBeamではBeam offsetが設計値に対し 1′′以内であることが確認できた。一
方で、Beam-6では設計値と比べ 5.7′′程度ずれており、また Beam-7ではV/H の偏波間に 2′′の光軸位置ズレが
ある事が確認された。この原因として、ホーンの設置誤差、内部寸法誤差などが考えられ、現在は詳細検証を進
めている。さらに Beamパターンから、サイドローブのピーク強度が−13dBになることが確認できた。加えて、
各帯域 (70GHz帯, 80GHz帯, 110GHz帯)の主Beam能率は、中心に位置するBeam-7を用い、火星の連続波観
測によって測定した。観測の結果、7BEEの主Beam能率は、70GHz帯では 62%、80GHz帯では 63%、110GHz
帯では 40%であり、FORESTとほぼ同等であった。またビームパターンは、各周波数帯域で概ね設計通りであっ
た。これらより試験観測の開始にあたって十分な値を得た。


